
可決された議案事項等 ・・・・・・・・・・２Ｐ
決算額採決結果 ・・・・・・・・・・・・・・・２Ｐ
6 名の議員が町政を問う ・・・・・・・・３Ｐ
新教育委員任命 ・・・・・・・・・・・・・・・８Ｐ
皆様の声を町政に活かす ・・・・・・・・９Ｐ
決算審査意見書要約 ・・・・・・・・・ 10 Ｐ
中学生の思いを町政へ ・・・・・・・・ 11 Ｐ

子ども議会で登壇された皆さん

も
く
じ

左の二次元コードをスマートフォン
などで読み取ると、町議会のホーム
ページにリンクします。

第145号第145号
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議案番号 件　　　　　　　　　　名 議事結果

報告 4 号 財政健全化判断比率について 報 　 告

報告 ５ 号 資金不足比率について 報 　 告

報告 6 号 放棄した私債権の報告について 報 　 告

議案 33 号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 原案可決

議案 34 号 和泊町会計年度任用職員の給与、旅費及び費用弁償に関する条例の制定について 原案可決

議案 35 号 和泊町森林環境譲与税基金条例の制定について 原案可決

議案 36 号 和泊町農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例の制定について 否 　 決

議案 37 号 和泊町報酬及び費用弁償に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案 38 号 和泊町印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案 39 号 和泊町給水条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案 40 号 和泊町下水道条例の一部を改正する条例の制定について 否 　 決

議案 41 号 和泊町教育委員会委員の任命について 同 　 意

議案 42 号 物品購入契約の締結について（ヘッドエンド設備機器） 可 　 決

議案 43 号 物品購入契約の締結について（自主放送自動送出設備機器） 可 　 決

議案 44 号 令和元年度（2019 年度）和泊町一般会計補正予算（第２号）の議決について 原案可決

議案 45 号 令和元年度（2019 年度）和泊町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）の議決について 原案可決

議案 46 号 令和元年度（2019 年度）和泊町介護保険特別会計補正予算（第２号）の議決について 原案可決

議案 47 号 令和元年度（2019 年度）和泊町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の議決について 原案可決

議案 48 号 令和元年度（2019年度）和泊町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）の議決について 原案可決

議案 49 号 平成 30 年度和泊町一般会計歳入歳出決算認定について 認 　 定

議案 50 号 平成 30 年度和泊町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認 　 定

議案 51 号 平成 30 年度和泊町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について 認 　 定

議案 52 号 平成 30 年度和泊町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 認 　 定

議案 53 号 平成 30 年度和泊町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 認 　 定

議案 54 号 平成 30 年度和泊町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認 　 定

議案 55 号 平成 30 年度和泊町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認 　 定

議案 56 号 平成 30 年度和泊町水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について 認 　 定

議案 57 号 和泊町下水道条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書について 可 　 決

各常任委員会の閉会中の継続調査申出書について 可 　 決

■ 令和元年  第 3回定例会 ■

平成30年度各会計の決算額と採決の結果（※決算額は１万円未満は四捨五入）

区　　　分 歳入決算 歳出決算 差　　引 採決結果

一　般　会　計  75憶 7457万円  73憶 5952万円  2憶 1505万円 全会一致で可決

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険  ９憶 8644万円  9憶 5302万円   3342万円 全会一致で可決
奨学資金   842万円   824万円   18万円 全会一致で可決
下水道事業  2憶 7958万円  2憶 7655万円   303万円 全会一致で可決
農業集落排水事業  2憶 731万円  2憶 730万円   1 万円 全会一致で可決
介護保険  9憶 7713万円  9憶 4846万円   2867万円 全会一致で可決
後期高齢者医療   8757万円   8198万円   559万円 全会一致で可決

水道事業（収益的部分）  1憶 7327万円  1憶 7680万円   -353万円 全会一致で可決

合　　　計  102憶 9429万円  100憶 1187万円  2憶 8242万円 すべて認定認
定
認
定
認
定
認
定
認
定
認
定

すべて認定

賛成 4 名 反対 7名

賛成 3 名 反対 8 名

詳しくは８ページ
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未
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て問

年
々
人
口
減
少
が
加
速

し
て
い
る
が
、
現
状
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
本
町
の
人
口
は
30
年
後

に
は
４
，
４
２
０
人
と

推
計
さ
れ
、
平
成
27
年
度
の
国

勢
調
査
人
口
に
比
べ
約
35
％

の
大
幅
な
減
少
が
予
想
さ
れ
て

お
り
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

問
人
口
が
減
少
し
続
け
る

時
代
の
中
で
、
少
な
い

人
口
で
も
町
民
が
豊
か
に
生
活

し
て
い
く
た
め
の
、
未
来
の
ま

ち
づ
く
り
は
。

答
目
指
す
ま
ち
の
将
来
像

を
描
く
た
め
の
指
針
と

な
る「
第
６
次
総
合
振
興
計
画
」

の
策
定
に
向
け
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

島
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
島
に
愛
着
や
誇
り
を

持
ち
、
帰
っ
て
来
た
く
な
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
や
、
島
が
よ

り
一
層
魅
力
的
に
な
り
、
暮
ら

し
た
い
と
思
う
移
住
者
が
増
え

る
よ
う
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

努
め
る
。

農
作
物
の
台
風
時
の
輸
送

対
策
に
つ
い
て

問
８
月
の
台
風
９
号
、
10

号
に
よ
る
船
舶
の
相
次

ぐ
欠
航
の
影
響
で
生
じ
た
被
害

額
は
。

答
花
卉
類
は
約
５
０
１
万

円
、
林
務
水
産
類
は

約
１
０
６
万
円
、
果
樹
類
は

約
２
４
６
万
円
で
、
合
計
約

８
５
３
万
円
の
被
害
額
と
な
っ

て
い
る
。

問
今
後
、
輸
送
対
策
に
航

空
便
の
活
用
は
で
き
な

い
か
。

答
現
行
の
飛
行
機
で
は
、
積

載
ス
ペ
ー
ス
が
手
狭
な
た

め
、
出
荷
は
行
っ
て
い
な
い
。

台
風
等
の
災
害
時
は
、
人

や
生
活
物
資
の
移
送
を
優
先
す

る
こ
と
や
、
航
空
機
の
利
用
料

金
等
の
費
用
対
効
果
を
考
慮
す

る
と
活
用
は
難
し
い
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

問
本
町
教
育
の
現
状
に
つ

い
て
、
児
童
・
生
徒
と

教
職
員
保
護
者
、
地
域
と
の
３

者
連
携
を
強
化
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
う
ま
く
連

携
が
で
き
て
い
る
先
進
地
の

事
例
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
。

答

•

（
鹿
児
島
市
の
入い
り
さ佐

町

内
会
）

棒
踊
り
保
存
会
の
指
導
に
よ
る

伝
統
芸
能
継
承
活
動

•

（
鹿
屋
市
の
大
姶
良
町
）

地
域
学
校
支
援
事
業
と
し
て
、

関
係
者
の
方
々
が
、
公
民
館
等

を
利
用
し
て
、
放
課
後
や
休
日

に
勉
強
を
教
え
て
い
る
。

•

（
い
ち
き
串
木
野
市
）

食
改
善
グ
ル
ー
プ
が
中
学
校
の

家
庭
科
調
理
実
習
で
、
郷
土
料

理
の
指
導
を
し
て
い
る
。

問
本
町
教
育
の
魅
力
化
を

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て

い
る
か
。

答
本
町
の
独
自
性
を
生
か

し
た
魅
力
あ
る
教
育
に

は
次
の
よ
う
な
も
の
が
る
。

①
郷
土
で
育
て
る
肝
心
（
ち
む

ぐ
く
る
）
の
教
育

②
伝
統
芸
能
継
承
活
動

③
地
域
の
自
然
環
境
や
産
業
を

生
か
し
た
体
験
活
動

ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
し
く
、

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
は
じ

め
て
い
る
。

①
外
国
語
活
動
の
充
実

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用

前
すすめ

　利
としえつ

悦 議員

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

令和元年（９月）第３回議会定例会

▶
「
み
ん
な
の
会
議
」の
様
子

◀ 

汐
干
し
学
習
の
様
子
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農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
運

営
に
つ
い
て 

問
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

の
利
活
用
は
、
ど
の
よ

う
な
状
況
か
。

答
利
用
件
数
は
、
平
成
30

年
度
が
１
２
１
件
で
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
の
利
用
は
予
約

制
で
、
農
産
加
工
指
導
専
門
員

が
加
工
機
器
の
使
い
方
や
、
島

な
ら
で
は
の
加
工
品
作
り
の
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

加
工
機
器
に
は
、
食
材
を
長

期
保
存
す
る
た
め
の
乾
燥
機
や

真
空
包
装
機
、
急
速
冷
凍
庫
の

他
、
大
量
の
惣
菜
等
を
調
理
で

き
る
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ

ン
オ
ー
ブ
ン
な
ど
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。

問
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

で
創
作
さ
れ
る
加
工
品

に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
か
。

答
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
や
個
人
事
業
主

の
方
が
、
手
作
り
み
そ
や
黒
糖

の
加
工
品
、
バ
レ
イ
シ
ョ
の
一

次
加
工
品
を
使
っ
た
キ
ク
ラ

ゲ
入
り
の
コ
ロ
ッ
ケ
の
製
造
、

ま
た
、
塩
の
製
造
等
を
行
っ
て

い
る
。

問
農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

に
、
創
作
品
直
売
所
の

設
置
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答
現
在
の
と
こ
ろ
、
直
売

所
を
設
置
・
運
営
の
計

画
は
な
い
が
、
今
後
、
直
売
所

の
開
設
を
希
望
す
る
個
人
や

団
体
が
あ
る
場
合
は
、
運
営
方

針
や
実
現
性
等
を
精
査
し
、
支

援
を
検
討
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。

台
風
時
等
の
物
流
対
策
に

つ
い
て

問
台
風
等
に
よ
る
船
舶
の

相
次
ぐ
欠
航
で
、
長
期

間
、
生
活
物
資
等
が
届
か
な
い

状
況
が
続
い
た
が
、
今
後
の
対

策
は
。

答
町
民
の
皆
様
に
は
「
自

助
」
の
第
一
歩
と
し
て
、

情
報
収
集
を
し
、
普
段
か
ら
台

風
に
対
す
る
「
備
え
」
に
つ
い

て
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
の
「
公
助
」
と
し
て
の

対
策
は
、
運
航
会
社
と
協
力

し
、
早
め
の
「
備
え
」
が
出
来

る
よ
う
、
防
災
行
政
無
線
で
欠

航
や
臨
時
便
の
周
知
を
図
っ
て

い
く
。

え
ら
ぶ
の
農
産
物
で
加
工
品
の
創
出
を

池
いけだ

田 正
しょういち

一 議員

加
工
セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
は

電
話
９
２-

２
６
０
０

ま
で

▶ 

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

▶ 

み
そ
加
工
の
様
子

▶ 

野
菜
乾
燥
も
で
き
ま
す

▶ 

菓
子
加
工
完
成
品

▶ 

さ
ま
ざ
ま
な
加
工
品
が
で
き
ま
す

▶ 

バ
レ
イ
シ
ョ
一
次
加
工

（
急
速
冷
凍
）
の
様
子
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災
害
対
策
に
つ
い
て

問
近
年
、
各
地
で
想
定
外

の
大
規
模
災
害
が
発
生

し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
る
が
、
本
町
の
災
害
対
策

と
し
て
、
大
型
台
風
の
襲
来
を

想
定
し
た
防
災
・
減
災
の
方
針

及
び
取
り
組
み
状
況
は
。

答
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

の
３
つ
が
防
災
・
減
災

の
基
本
方
針
と
な
っ
て
い
る
。

取
り
組
み
状
況
は
、
平
成

24
年
度
に
避
難
所
で
あ
る
９

字
公
民
館
の
耐
震
改
修
工
事
を

実
施
し
、
平
成
25
年
度
に
は
各

字
公
民
館
に
発
電
機
、
灯
光
器

及
び
延
長
コ
ー
ド
の
整
備
や
、

「
災
害
時
優
先
電
話
」
を
設
置

し
た
。
平
成
28
年
度
に
は
12

字
公
民
館
に
雨
戸
の
設
置
や
、

国
頭
字
公
民
館
の
多
目
的
ト
イ

レ
等
を
整
備
し
、
平
成
29
年

度
に
は
各
字
公
民
館
へ
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
な
ど
、
避
難
所
施
設

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

畑
か
ん
施
設
整
備
に
つ
い
て

問
畑
か
ん
施
設
を
有
効
利

用
す
る
た
め
、
旧
畑
か

ん
施
設
圃
場
に
埋
設
型
器
具

整
備
の
事
業
は
導
入
で
き
な

い
か
。

答
町
が
事
業
主
体
と
な
る

農
業
基
盤
整
備
促
進
事

業
に
よ
り
、
埋
設
型
の
散
水
器

具
を
整
備
す
る
こ
と
は
可
能
だ

が
、
本
事
業
の
補
助
率
は
国
６

割
、
受
益
者
負
担
４
割
で
、
試

算
す
る
と
、
受
益
者
負
担
が

10
ア
ー
ル
当
た
り
約
20
万
円

の
負
担
に
な
る
。

こ
の
事
業
の
ニ
ー
ズ
が
ど

の
程
度
あ
る
の
か
、
事
業
採
択

に
必
要
な
受
益
者
の
合
意
形
成

が
で
き
る
か
が
重
要
だ
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
に
つ
い
て

問
今
年
度
10
月
か
ら
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
が
実
施
さ
れ
る
が
、
そ
の
概

要
や
現
状
等
は
。

答
現
在
、
町
内
外
の
保
育

園
・
こ
ど
も
園
・
幼
稚

園
を
利
用
す
る
３
０
５
名
の
園

児
の
う
ち
、
２
２
６
名
の
園
児

が
無
償
化
の
対
象
と
な
り
、
今

年
度
は
、
約
１
千
６
百
万
円
の

保
育
料
が
無
償
と
な
る
。
本
事

業
に
要
す
る
費
用
は
、
子
ど
も

の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
費

交
付
金
と
特
別
交
付
税
で
措
置

さ
れ
る
予
定
だ
。

思
い
や
り
の
あ
る
行
政
運
営
を

東
ひがし

　 弘
ひろあき

明 議員

▶
皆
川
字
公
民
館
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

◀ 

保
育
無
償
化
ポ
ス
タ
ー
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公
有
財
産
の
維
持
管
理
、

利
活
用
計
画
に
つ
い
て

問
道
路
の
新
設
や
補
修
計

画
の
進
捗
状
況
は
。

答
和
泊
地
区
で
計
画
し
て

い
る
新
設
町
道
、
小こ
づ
み積

原ば
る
な
ご

名
川
線
は
、
昨
年
度
に
詳
細

設
計
を
完
了
、
今
年
度
は
用
地

交
渉
を
実
施
し
、
今
年
度
末
の

用
地
買
収
進
捗
率
は
56
％
に

な
る
見
込
み
で
あ
り
、
来
年
度

に
工
事
着
手
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
る
。

そ
の
他
の
道
路
改
良
に
つ

い
て
は
、
役
場
新
庁
舎
周
辺
及

び
学
校
周
辺
の
通
学
路
を
重
点

的
に
実
施
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
用
地
交
渉
の
進
捗
次
第
で
工

事
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
舗
装
の
補
修
に
つ

い
て
は
、
過
去
に
路
面
の
劣
化

状
況
調
査
を
行
っ
た
結
果
を
基

に
、
順
次
補
修
工
事
を
実
施
し

て
い
る
。

今
後
も
、
計
画
し
て
い
る

路
線
の
適
期
補
修
に
努
め
、
各

字
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
道
路
補

修
も
順
次
実
施
し
て
い
く
。

問
住
宅
政
策
の
方
針
や
方

向
性
は
。

答
現
在
、
老
朽
化
し
た
町

営
住
宅
内
城
Ｂ
団
地
の

建
替
事
業
を
進
め
て
お
り
、
４

棟
８
戸
の
建
替
計
画
の
う
ち
、

１
棟
２
戸
を
今
年
度
実
施
し
て

い
る
。
残
り
の
建
替
に
つ
い
て

は
、
国
の
予
算
配
分
等
を
勘
案

し
な
が
ら
実
施
す
る
。

今
後
は
、
ヘ
ー
バ
ル
団
地

で
既
に
実
施
中
の
公
営
住
宅
ス

ト
ッ
ク
総
合
改
善
事
業
を
活
用

し
、
既
存
の
町
営
住
宅
の
外
壁

改
修
や
屋
上
防
水
等
、
建
物
の

長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
空
き
家
対
策
と
し

て
、
危
険
廃
屋
解
体
撤
去
補
助

事
業
を
推
進
し
、
危
険
な
空
き

家
を
減
ら
し
、
良
質
な
住
環
境

の
形
成
を
目
指
す
ほ
か
、
空
き

家
住
宅
等
を
活
用
し
、
住
宅
不

足
の
解
消
に
努
め
る
。

問
利
用
度
が
低
い
公
園
の

利
活
用
に
つ
い
て
の
見

直
し
等
は
。

答
本
町
に
は
、
様
々
な
遊

具
が
あ
り
、
年
間
を
通

し
て
子
供
た
ち
が
多
く
利
用

す
る
公
園
や
、
海
水
浴
や
キ
ャ

ン
プ
、
遠
足
等
で
シ
ー
ズ
ン
ご

と
に
利
用
者
が
増
え
る
公
園

が
あ
る
。

し
か
し
、
経
年
劣
化
等
に

よ
り
、
オ
ー
プ
ン
当
初
に
比
べ

利
用
者
が
著
し
く
減
少
し
た
公

園
も
見
受
け
ら
れ
る
。

現
在
、
公
園
の
景
観
や
安

全
性
が
保
て
る
よ
う
、
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
る
が
、今
後
は
、

利
便
性
向
上
や
利
用
者
増
加
を

図
る
た
め
の
、
管
理
計
画
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
考

え
は
。
ま
た
、
維
持
管
理
に
問

題
は
な
い
か
。

答
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

明
確
な
基
準
等
は
な
い
が
、
地

元
の
要
望
や
各
種
事
業
導
入
の

際
に
、
設
置
の
必
要
性
に
つ
い

て
検
討
し
、
公
共
の
利
便
性
を

考
慮
し
、
設
置
し
て
い
る
。

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
軽

微
な
補
修
は
、
清
掃
業
務
を
受

託
し
て
い
る
業
者
が
行
っ
て
い

る
。
大
規
模
な
改
修
は
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
事
業
で
整

備
す
る
予
定
で
あ
る
。

清
掃
業
務
に
つ
い
て
は
、
町

内
の
公
衆
ト
イ
レ
21
ケ
所
を

委
託
し
て
い
る
が
、
清
掃
場
所

が
点
在
し
て
お
り
、
移
動
に
時

間
が
か
か
る
た
め
、
利
用
頻
度

の
高
い
順
番
で
、
週
３
、２
、１

回
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
清
掃

を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
公
衆
ト
イ
レ
の

設
置
の
あ
り
方
や
維
持
管
理
に

つ
い
て
は
、
見
直
し
等
も
含
め

て
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
取
り
組
む
。

問
老
朽
化
の
進
ん
だ
施

設
、
利
用
度
が
低
い
施

設
等
の
対
策
や
具
体
的
な
利
活

用
計
画
は
。

答
町
で
は
、
公
共
施
設
等

個
別
施
設
計
画
を
策
定

し
て
お
り
、
対
象
と
な
る
83

施
設
の
劣
化
度
及
び
利
用
度
調

査
を
行
っ
て
い
る
。そ
の
中
で
、

老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
も
の

や
利
用
度
に
応
じ
、
今
後
10

年
間
の
計
画
期
間
の
中
で
、
建

替
、
改
修
、
取
壊
し
等
の
工
事

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し

た
施
設
の
内
容
に
つ
い
て
整
理

し
て
い
る
。

小
規
模
な
施
設
等
に
つ
い

て
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
に

応
じ
て
、
追
加
対
象
と
し
、
計

画
期
間
中
は
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
チ
ー
ム
を
中
心
に
見
直

し
を
行
い
、
実
効
性
の
あ
る
も

の
に
し
て
い
き
た
い
。

問
遊
休
地
の
利
活
用
計

画
は
。

答
行
政
目
的
を
喪
失
し
、

将
来
的
な
利
活
用
計
画

が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
遊
休
財

産
を
普
通
財
産
と
し
て
管
理

し
、
売
却
や
貸
付
契
約
を
行
っ

て
い
る
。

現
在
、
普
通
財
産
貸
付
契

約
を
36
件
行
っ
て
お
り
、
事

業
用
の
宅
地
、
雑
種
地
や
農
地

等
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
遊
休

地
は
、
大
き
い
面
積
で
利
用
価

値
の
あ
る
土
地
が
少
な
く
、
そ

の
ま
ま
の
状
態
と
な
っ
て
い
る

も
の
も
あ
る
が
、
広
く
利
用
者

を
募
り
、売
却
や
貸
付
け
の
他
、

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
チ
ー

ム
を
中
心
に
利
活
用
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
て
い
く
。

桂
かつら

　弘
ひろかず

一 議員

公
有
財
産
を
活
か
す
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子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問
第
２
期
和
泊
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
や
第
６
次
総
合
振
興
計
画

の
策
定
が
進
む
中
、
町
政
に
お

け
る
子
ど
も
・
子
育
て
分
野
の

位
置
づ
け
や
展
望
は
。

答
町
政
に
お
け
る
子
ど

も
・
子
育
て
分
野
は
、

福
祉
の
充
実
と
し
て
位
置
づ

け
、
昨
年
行
っ
た
ニ
ー
ズ
調
査

か
ら
見
え
て
き
た
現
状
や
課
題

を
踏
ま
え
、
計
画
内
容
を
し
っ

か
り
検
討
し
て
い
く
。
子
ど
も

は
島
の
宝
で
あ
り
、
子
ど
も
・

子
育
て
分
野
は
、
緊
急
及
び
重

要
な
課
題
と
し
て
、
各
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
施

策
の
柱
と
し
て
取
り
組
む
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

に
つ
い
て

問
地
方
公
務
員
法
及
び
地

方
自
治
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
来
年
４
月
に
「
会
計

年
度
任
用
職
員
」
が
制
度
化
さ

れ
る
が
、
本
町
の
取
組
進
捗
状

況
は
。

答
昨
年
11
月
と
今
年
８
月

に
、
各
課
長
等
向
け
の

説
明
会
を
開
催
し
た
。そ
の
間
、

各
課
に
お
け
る
補
助
職
員
の
職

務
内
容
等
に
つ
い
て
、
調
査
を

行
っ
た
。

８
月
の
区
長
会
で
は
、
会

計
年
度
任
用
職
員
（
以
下
任
用

職
員
）
の
説
明
と
町
民
向
け
の

ポ
ス
タ
ー
を
配
布
し
、
同
日
、

役
場
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
補
助

職
員
等
に
対
し
て
説
明
会
を
開

催
し
た
。
本
町
で
は
、
令
和
２

年
度
に
設
置
す
る
す
べ
て
の
職

に
つ
い
て
、
全
員
を
パ
ー
ト
タ

イ
ム
の
任
用
職
員
と
し
て
任
用

す
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
採
用

に
関
す
る
今
後
の
公
募
方
法
や

日
程
、
給
料
や
手
当
に
関
す
る

こ
と
、
休
暇
や
休
業
、
分
限
や

懲
戒
に
関
す
る
こ
と
等
を
説
明

し
た
。

今
議
会
定
例
会
で
関
係
条

例
が
議
決
さ
れ
た
ら
、
10
月

頃
に
勤
務
条
件
等
を
明
示
し
、

区
長
会
・
防
災
無
線
等
で
、
来

年
度
の
任
用
職
員
を
広
く
公
募

し
、
11
月
に
書
類
選
考
、
面

接
又
は
試
験
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
、
選
考
を
行
う
予
定
と
し

て
い
る
。

そ
の
後
、
合
否
の
判
定
を

行
い
、
配
属
先
を
決
定
し
、

来
年
度
４
月
１
日
か
ら
任
用

職
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た

だ
く
。

過
去
の
一
般
質
問
に
お
け
る

質
問
や
提
案
事
項
等
の
進
捗

状
況
・
実
績
に
つ
い
て

問
防
災
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

答
近
年
、
全
国
各
地
で
想

定
外
の
大
規
模
災
害
が

発
生
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
防
災
・
災
害
対

策
等
に
つ
い
て
の
質
問
や
要
請

に
対
し
て
は
、
真
摯
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
今
後
も
各
種
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
努
め
て
い
く
。

問
第
６
次
総
合
振
興
計
画

策
定
に
つ
い
て

答
素
案
策
定
の
た
め
に
設

置
さ
れ
た
「
み
ん
な
の

会
議
」
分
科
会
を
３
回
、
専
門

部
会
を
毎
月
、
リ
ー
ダ
ー
会
議

を
適
宜
開
催
し
て
い
る
。

具
体
的
な
進
捗
状
況
は
、

前
期
計
画
の
検
証
、
現
状
の
課

題
と
資
源
の
整
理
、
町
民
や
事

業
者
・
団
体
等
の
要
望
把
握
を

行
っ
て
お
り
、
第
６
次
総
合
振

興
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
成
り
得
る
ア
イ
デ
ア
や
事
業

計
画
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
部
会
や

分
科
会
等
に
お
い
て
、
し
っ
か

り
と
し
た
議
論
が
行
わ
れ
、
多

く
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
取
り

入
れ
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
「
新

し
い
和
泊
町
」
の
指
針
と
な
る

総
合
振
興
計
画
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

問
タ
ラ
ソ
の
経
営
健
全
化

に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て

答
「
株
式
会
社
え
ら
ぶ
海

洋
企
画
経
営
健
全
化
方

針
」
に
基
づ
き
、
町
と
指
定
管

理
者
間
で
連
携
を
密
に
図
り
な

が
ら
、
現
状
の
把
握
に
努
め
る

と
と
も
に
、
利
用
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

指
定
管
理
者
で
は
、
運
動

か
ら
食
事
管
理
ま
で
の
指
導
を

一
括
し
て
メ
ニ
ュ
ー
化
し
、
サ

ン
サ
ン
テ
レ
ビ
で
も
放
送
す
る

な
ど
、「
タ
ラ
ソ
お
き
の
え
ら

ぶ
」
の
認
知
度
向
上
に
努
め
て

い
る
。

町
で
は
、
６
月
か
ら
保
健

福
祉
指
導
監
を
タ
ラ
ソ
施
設
に

常
駐
さ
せ
、
担
当
職
員
も
増
員

し
、連
携
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
年
10
月
か
ら
、

町
民
総
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
り

と
タ
ラ
ソ
の
価
値
の
向
上
を
更

に
推
進
す
る
た
め
、「
地
域
お

こ
し
企
業
人
」
制
度
を
活
用

し
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
を
経

営
す
る
民
間
企
業
の
社
員
を
受

入
れ
、そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
、

人
脈
、
経
営
戦
略
を
最
大
限
活

用
し
、
経
営
健
全
化
を
加
速
す

る
と
と
も
に
、
島
内
外
へ
の
情

報
発
信
を
強
化
し
て
い
く
。

問
各
種
行
事
等
の
見
直
し

に
つ
い
て

答
課
長
会
に
お
い
て
、
課
・

局
内
で
充
分
に
検
証

し
、
来
年
度
の
実
施
に
活
か
せ

る
よ
う
に
と
指
示
し
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
、
具
体
的
な

進
捗
は
な
い
が
、
次
年
度
以

降
徐
々
に
改
善
さ
れ
る
と
考

え
る
。

わ
ら
ん
ち
ゃ
は
島
ぬ
宝
!！

川
かわばた

畑 宏
こういち

一 議員



議会を
傍聴して

みません
か。

　議会は、町の予算や身近な問題について話し合う大切な場です。
　定例会は、年 4回（通常3・6・9・12月）開催され、また必要に応じて
臨時会をおこなうこともあります。
　本会議は公開されており、どなたでもその様子を見ることができます。
お気軽に議事堂にお越しください。　　

お問い合わせは、議会事務局（92-2569）まで

前任者の任期満了による新委員の
任命に伴う同意

徳
とくだ

田　英
えいすけ

輔　氏　（49歳）

 投票総数 11票

 賛成　 11票　 反対 ０票

委員数は４名で、任期は４年。
教育に関する一般方針の決定や、教育委員会規則の制定、
その他重要な事項の決定をする大事なお仕事です。

教 育 委 員 と は ？ ？

新教育委員任命
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中
なかだ

田 隆
たかひろ

洋 議員

産
婦
人
科
の
存
続
と
技
能
実
習
生

監
理
団
体
の
設
立
に
向
け
て

外
国
技
能
実
習
生
受
け
入

れ
体
制
に
つ
い
て

問
本
町
に
は
、
外
国
人
技

能
実
習
生
を
受
け
入
れ

て
い
る
農
家
や
企
業
が
多
く
あ

る
が
、
本
島
に
受
け
入
れ
窓
口

と
な
る
監
理
団
体
が
な
く
、
島

外
の
監
理
団
体
に
依
頼
し
て
お

り
、
多
く
の
支
障
が
生
じ
て
い

る
。
本
町
に
も
窓
口
と
な
る
監

理
団
体
が
必
要
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
本
町
で
は
、
17
団
体
、

約
70
名
の
技
能
実
習
生

が
い
る
。「
多
く
の
支
障
」
と

は
、
実
習
生
を
受
け
入
れ
る

た
め
の
監
理
団
体
に
支
払
う

管
理
費
、
実
習
生
に
支
払
わ

れ
る
賃
金
、
実
習
生
が
滞
在

す
る
た
め
の
住
居
等
の
費
用

の
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

監
理
団
体
と
な
る
事
業
者
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
、
今
後

と
も
制
度
の
内
容
を
十
分
研

究
し
な
が
ら
考
え
て
い
く
。

産
婦
人
科
の
存
続
に
つ
い
て

問
島
内
唯
一
の
産
婦
人
科

の
存
続
が
危
機
的
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
現
在
、
島
内
で
分
娩
が

可
能
な
医
療
機
関
は
１

施
設
で
あ
り
、
常
勤
産
科
医
に

１
名
体
制
で
昼
夜
を
問
わ
ず

対
応
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
当

該
医
師
の
年
齢
が
高
齢
な
こ

と
も
あ
り
、
今
後
の
対
策
は
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
的
に
産
科
の

医
師
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

現
状
に
お
い
て
、
新
た
な
医
師

の
確
保
な
ど
、
産
婦
人
科
の
存

続
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

島
内
で
安
心
し
て
安
全
に

子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
知
名

町
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
医

療
機
関
、
地
元
医
師
会
、
県
等

と
協
議
、
調
整
し
、
産
婦
人
科

の
存
続
に
向
け
て
取
組
ん
で

い
く
。

▲ 町長から任命を受ける徳田氏
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主
な
質
問
と
、
そ
の
後
の
検

討
結
果
も
含
め
た
回
答

問 

伊
延
に
建
設
中
の
薩
摩
う

な
ぎ
研
究
所
沖
永
良
部
研
究
室

（
以
下
、「
研
究
室
」）に
つ
い
て
、

町
有
地
を
貸
与
す
る
場
合
、
町

民
へ
公
表
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答 

公
有
財
産
管
理
規
則
に
よ

り
公
表
の
義
務
は
な
く
、
町
長

決
裁
に
よ
り
賃
貸
借
契
約
を
締

結
し
て
い
る
。

問 

研
究
室
か
ら
の
排
水
に
危

険
は
な
い
か
。（
水
質
汚
染
）

答 

基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る

と
説
明
を
受
け
て
い
る
。
後
日

７
月
26
日
に
㈱
新
日
本
科
学

に
よ
る
説
明
会
に
お
い
て
詳
細

な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

問 
島
外
所
管
事
務
調
査
後
、

町
民
に
調
査
報
告
を
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
若
い
農
業
者

等
を
同
行
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答 

所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
議
会
報
告
会
で
報

告
す
る
。
農
業
関
係
の
調
査
が

あ
る
際
に
は
、
各
振
興
会
に
案

内
を
行
う
。

問 

一
般
質
問
に
お
い
て
、
複

数
の
議
員
に
同
じ
内
容
の
も
の

が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
一
本
化

で
き
な
い
か
。

答 

基
本
的
に
は
、
議
員
同
士

で
相
談
し
、
別
の
角
度
で
質
問

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
重
複
し
て
く
る
と
こ
ろ
が

あ
る
の
で
、
協
議
し
て
進
め
て

い
く
。

問 

世
之
主
城
の
復
元
整
備
も

含
め
た
城
跡
の
調
査
を
。

答 

文
化
財
保
護
費
の
予
算
を

昨
年
度
よ
り
２
百
万
円
ほ
ど
多

く
計
上
し
て
い
る
。

問 

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入

れ
監
理
団
体
組
織
を
作
れ
な

い
か
。

答 

調
査
す
る
。
↓
鹿
児
島
県

で
監
理
団
体
の
あ
る
大
崎
町

商
工
会
を
訪
問
し
調
査
、
制
度

の
内
容
な
ど
研
究
中
。

主
な
意
見
・
要
望
等

●
町
民
み
ん
な
が
望
む
場
所
に

立
派
な
体
育
館
を
早
め
に
作
っ

て
ほ
し
い
。

●
今
後
の
カ
ラ
ス
等
の
駆
除
対

策
を
、ど
う
検
討
し
て
い
る
か
、

再
度
、
一
般
質
問
で
出
し
て
ほ

し
い
。

皆様の声を町政に活かす
令和元年度 議会報告会

令和元年７月３日に国頭研修会館、４日に大城研修会館で議会報告会を開催し、延べ
49名の町民の皆様にお越し頂き、地域課題や議会に関する御質問や御意見など、多数
頂きました。今回は、議会報告の時間を短くし、皆様からの御意見を伺う時間を多く配
分しました。ご参加いただいた町民の皆様に心から感謝いたします。
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決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
よ
る

平
成
₃₀
年
度
事
業
実
施
地
区
現
地
調
査
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決
算
審
査
意
見
書
要
約

（
和
泊
町
代
表
監
査
委
員　

池
野　

豊
）

●
一
般
・
特
別
会
計
決
算
審
査

平
成
₃₀
年
度
和
泊
町
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
決
算
に
つ

い
て
は
、
計
数
に
誤
り
は
な
く
会
計
処
理
が
正
確
に
処
理
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
。
現
在
の
地
方
財
政
を
取
り
巻
く

厳
し
い
環
境
の
中
で
、
本
町
の
平
成
₃₀
年
度
決
算
が
黒
字
決

算
で
き
た
こ
と
は
、
執
行
部
の
事
務
事
業
の
見
直
し
、
組
織

の
効
率
化
・
合
理
化
な
ど
経
費
全
般
の
徹
底
見
直
し
に
よ
る

歳
出
削
減
と
、
財
源
の
捻
出
に
献
身
的
に
努
力
し
た
結
果
と

評
価
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
町
の
最
大
課
題
で
あ
る
財
政
健
全

化
に
つ
い
て
は
、
新
庁
舎
建
設
事
業
に
伴
う
地
方
債
の
発
行

な
ど
に
よ
り
健
全
化
判
断
比
率
が
前
年
度
よ
り
悪
化
し
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
る
の
で
、
中
長
期
的
な

取
り
組
み
と
し
て
行
財
政
改
革
を
強
力
に
推
し
進
め
、
早
期

の
財
政
健
全
化
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

平
成
最
後
の
年
に
和
泊
町
民
が
待
ち
望
ん
だ
新
庁
舎
が
落

成
を
見
ま
し
た
。
こ
の
新
庁
舎
が
町
民
に
長
く
愛
さ
れ
、
広

く
利
用
さ
れ
、そ
し
て
和
泊
町
が
目
標
と
す
る
「
町
民
が
輝
き
、

活
力
と
潤
い
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
花
の
ま
ち
」
づ
く
り
実
現
の

た
め
の
拠
点
施
設
と
な
る
よ
う
願
っ
て
む
す
び
と
し
た
い
。

●
水
道
会
計
決
算
審
査

和
泊
町
水
道
事
業
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
人
口
の
減

少
や
節
水
意
識
の
高
ま
り
等
に
起
因
し
て
有
収
水
量
が
年
々

減
少
傾
向
に
あ
り
、
比
例
し
て
給
水
収
益
も
減
少
し
て
い
る

状
況
に
あ
り
、
純
損
失
が
発
生
し
て
お
り
厳
し
い
経
営
状
況

の
中
で
、
よ
り
一
層
の
経
営
努
力
が
必
要
と
さ
れ
る
。

平
成
₂₇
年
度
に
水
道
料
金
を
改
定
し
収
支
バ
ラ
ン
ス
を

保
っ
て
来
た
が
、
こ
れ
か
ら
先
も
給
水
量
の
増
加
は
期
待
で

き
ず
、
運
営
面
で
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。
早
い
時
期

に
現
状
把
握
と
将
来
に
向
け
た
対
応
策
を
検
討
し
、「
安
全

で
お
い
し
い
水
」
の
安
定
供
給
に
努
め
、
町
民
福
祉
の
向
上

に
寄
与
し
て
い
だ
き
た
い
。

●
財
政
健
全
化
審
査

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
算
定
書
類
は
適
正
に
作
成
さ
れ
て

お
り
、
健
全
化
判
断
比
率
は
正
確
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

本
町
の
財
政
状
況
は
、
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
、
適
正
な
財
政
運
営
に
対
す
る
取
り
組
み

を
執
行
部
と
町
民
が
共
通
認
識
の
下
で
強
力
に
推
進
し
て
頂

き
た
い
。

①
実
質
赤
字
比
率

 　

一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
が
税
収
な
ど
の

財
源
の
規
模
（
標
準
財
政
規
模
）
に
占
め
る
割
合
を
表
し

た
比
率
で
す
。

 　

な
お
、
当
年
度
の
実
質
収
支
が
黒
字
で
あ
る
た
め
、
実

質
赤
字
比
率
は
な
い
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

 　

全
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
が
税
収
な
ど
の
財
源

の
規
模
（
標
準
財
政
規
模
）
に
占
め
る
割
合
を
表
し
た
比

率
で
す
。

 　

な
お
、
当
年
度
す
べ
て
の
会
計
の
実
質
収
支
額
の
合
算

が
黒
字
で
あ
る
た
め
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
な
い
。

③
実
質
公
債
費
比
率

 　

一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元
利
償
還
金
及
び
こ
れ
に
準

ず
る
元
利
償
還
金
等
が
税
収
な
ど
の
財
源
の
規
模
（
標
準

財
政
規
模
）
に
占
め
る
割
合
を
表
し
た
比
率
で
す
。（
３

か
年
平
均
）

 　

当
年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
は
、
₁₅
・
₄
％
で
あ
り
、

前
年
度
に
比
べ
0
･
4
％
改
善
さ
れ
て
い
る
。

④
将
来
負
担
比
率

 　

一
般
会
計
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
現
在

の
残
高
が
税
収
な
ど
の
財
源
の
規
模
（
標
準
財
政
規
模
）

に
占
め
る
割
合
を
表
し
た
比
率
で
す
。

 　

当
年
度
の
将
来
負
担
比
率
は
1
1
₅
・
₅
％
で
あ
り
、

前
年
度
に
比
べ
₁₅
％
上
昇
（
悪
化
）
し
て
い
る
。

●
経
営
健
全
化
審
査

提
出
さ
れ
た
書
類
に
不
備
は
な
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
資
金

不
足
は
生
じ
て
お
ら
ず
適
正
に
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。

今
後
と
も
起
債
償
還
等
を
見
据
え
た
計
画
的
運
営
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。　

県道知名沖永良部空港線石積工事沖永良部島漁協冷凍冷蔵庫整備事業
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中学生の思いを町政へ！
８月２日に第 23 回子ども議会が開催されました。議長を含む 10 名の中学生議員達が、中学生ならではの
視点から、町や島の疑問点や問題、提案等を執行機関に問い、素晴らしい議会となりました。

●島内農業の活性化
①沖永良部高校に農業科、若しくは総合学科の新設の検討は。
②島外からの人材受け入れ促進を。
①生徒数の減少等を考慮すると厳しい。

和泊中学校３年

南
みなみ

　 果
か ほ

歩 議員
② I ターン者を含めた新規就農者に農地貸付を行っている。また、国庫事業を活用したＰＲ事業の実
施等、全国にアピールしている。

●沖永良部島の環境問題
ビーチクリーンの月１～２回開催や、海のゴミ拾いイベント開催など、各学校等と連携して参加者募
集をしてはどうか。

城ケ丘中学校３年

松
まつした

下　直
な お と

飛 議員

「夏のクリーン大作戦」「ゴミクリーン大作戦」や、各字民による清掃、町が委託する清掃作業等で漂
着ゴミ等が回収されている。また、気軽に海岸清掃ができるよう、ワンジョビーチ等の３ヶ所に漂着
ゴミ専用回収箱を設置した。小中高生と連携した美化活動も推進していきたい。

●島の魅力を活かした観光の活性化
①観光名所を巡るスタンプラリーを作ってはどうか。
②特産物の料理やお菓子の作り方のレシピ本を無料で配布してはどうか。

和泊中学校３年

稲
いな

江
え

　美
み

嘉
か

 議員

①子育て層の観光客へアプローチする手段になる。検討すべき点はあるが、観光振興の一つのアイデ
アとして受け止める。
②本ではなくホームページに掲載する等、議員の提案を活かしながら検討する。

●島の農業活性化や問題
①ドローンやロボットトラクター等の最新の機械の導入を検討できないか。
②農業体験や、学べる機会を増やし、宣伝することはできないか。
③農業をする人材の確保のための政策は。
①大型ドローンや、自走式防除機械等は、国の補助事業を活用して導入支援を行っている。ロボット
トラクターは、一般に普及する段階で、事業活用も検討する。

城ケ丘中学校３年

山
や ま だ

田　裕
ゆうすけ

介 議員

②子ども達には収穫体験、職場体験を実施し、観光客に対しては花農家体験ツアーや農家民泊での農
業体験の機会を提供している。また、各農家ではボラバイト受け入れや外国人大学生の農業従事体験
等、国内外にアピールしている。
③２点目に加え、外国人技能実習生による人材確保や、新規就農者に対する支援等も行っている。

●安心安全な暮らしを守る施設整備改善
①台風被害を軽減するために、電柱の地中化はできないか。
②街灯の設置と公園のトイレの清掃改善はできないか。

和泊中学校３年

菅
すがむら

村　魁
かい

星
せい

 議員

①来年度以降に和泊町として初めて無電柱化の工事に取り組む。町内全域の無電柱化は現状として難
しいが、コスト縮減できる手法を取り入れながら推進していけないか検討していく。
②街灯の電源が確保できない箇所もあり、すべての要望には応えることは難しい。トイレは使用頻度
に応じて清掃を行っている。利用者にもきれいに利用することをお願いしたい。

●沖永良部島の観光を盛り上げる
①両町合同で「大花火大会」の開催を。
②「日本一のガジュマル」を大きな柱としてアピールできないか。
③「インスタ映えツアー」はできないか。
④海のライトアップやウミガメ産卵ツアー、宿泊施設等の建設はできないか。
①地域の特色が出しづらく、両町合同でも有名な花火大会の規模には及ばず難しい。
②現在、ガジュマルの樹勢が弱っており、まずは樹勢回復の支援をしてから検討する。

城ケ丘中学校３年

市
い ち き

来　晏
はる

大
と

 議員

③インスタ映えのためではなく、島を体験した結果として発信して頂くことが大事だと考える。
④ライトアップや産卵ツアーは、ウミガメ産卵のストレスになる可能性がある。宿泊施設は民間事業
者が行うことなので、利子補給補助金制度等の事業で支援する。

●方言を守り、地域活性化へつなぐ
①高齢者から方言を教わる機会を作ってくれないか。
②方言を用いた弁論大会を開催できないか。

和泊中学校３年

前
ま え だ

田 勘
か ん た ろ う

汰郎 議員

①現在、各小学校において、「郷土で育てる肝心の教育」で方言等の学習を行っている。方言は、各
字微妙に異なるものなので、各字の指導者を講師に招くことも考えられる。関係機関と協議し、前向
きに取り組む。
②まずは、あいさつなどの日常会話から方言を使ってほしい。
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左の二次元コードをスマートフォン
などで読み取ると、町議会のホーム
ページにリンクします。

　私は、この議長という大役をやる上で、任された時は、あまり
不安もなく大役を務めることを楽しみにしていました。ですが、
リハーサルでこの席に座った時に突然不安と緊張が押し寄せてき
ました。“自分にできるのか？”“大きな失敗をするんじゃないか”
と動揺していました。ですが、関係者の皆様、先生方のサポート
によって、何とか不安や緊張に負けず、やりきることができ、今は、
大きな達成感を感じています。
　今回、この子ども議会で和泊町、沖永良部をより良くする意見
を精一杯発表した議員の皆さん本当にお疲れ様でした。私たちにとって、今日の経験は普段学校では
することのできないものです。これからの学校生活、地域でもぜひ活かしていきましょう。
　また、役場職員の皆様には私たちの質問、意見に分かりやすく丁寧に答えていただきました。この議
会によって普段見ることのできない町の議会運営の仕方を経験し、知ることが出来ました。とても勉強
になりました。
　今回学んだことを活かして、今後の学校、地域生活を送っていきたいと思います。最後に、この場を
設けて下さり、ご尽力くださった関係者の皆様、本当にありがとうございました。

中学生の思いを町政へ！

子ども議会を通して

城ケ丘中学校３年　寺
てらはら

原 巧
た く ま

真 議長

●沖永良部島の文化を残すには
①方言教室を開催できないか。
②方言かるたのリニューアルはできないか。
③三味線教室を開催できないか。
①中央公民間講座として開催可能。

城ケ丘中学校３年

山
や ま だ

田　奈
な な

々華
か

 議員
②関係各所と連携して、現代版「方言かるた」の制作に取り組む。
③各学校で「方言と三味線教室」の実施に向けて検討する。

●命が輝き、安心して治療ができる島へ
①専門科のある病院を増やせないか。
②徳洲会病院に、命に係る大事な診療科目を増やせないか。
①４つの医療機関で専門医を島外から受け入れている。また、必要に応じて島外での高度な医療が受
けられる連携体制が構築されている。

和泊中学校３年

末
すえかわ

川　俊
しゅん

助
すけ

 議員
②全国の離島やへき地等における課題の一つである。現在は、ドクターヘリ等で迅速な搬送ができる
体制が充実してきた。島外で治療が必要な場合は、一部経済的支援も行っている。
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